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ABSTRACT
　This paper unveil that the conflict on CSR is antagonism over the setting and 
pursuing the purpose of businesses, through the reconsideration of the CSR 
criticisms. The concept of CSR is neither the purpose nor means of business 
corporations. I point out that it is an assumption and the inevitable of value-
creation by corporation.
　This paper is based on the intention of redesigning the CSR research as 
knowledge of control on business corporation.
Ⅰ．はじめに
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も企業価値や企業の経済的利益の向上に寄与する CSR の展開方法が可能であ















　次節では CSR に対する諸批判を検討し，CSR をめぐる相克が企業目的の設
定と達成をめぐる対立であることを提示する。そして 3 節では株式会社制度と
株式会社企業の組織及びビジネスという企業概念の関係構造と，既存の CSR








































救うためにある，ということに留意する必要がある（ベイカン 2004, pp.207 ― 10.;
マコワー他 1997, p.5）。








































　この枠組みの CSR 批判は自己責任不履行型と公共領域侵犯型という 2 つの











（ 3 ）1989 年全米エコノミスト協会のサンフランシスコ大会の講演でこう発言している。



































滞をもたらすと批判する（ベイカン 2004, pp.82 ― 6.; 奥村 2006, pp.195 ― 8.）。
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していたため，その影響力蓄積による弊害を防ぐためであったという（ベイカ
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が公益にかなうと考える。
　CSR 研究の古典の一つである Dodd（1933/1998）は市場論者と制度論者の































































































　CSR を手段と位置づける発想は，Frederick（1998, pp.42 ― 3.）が CSR トラッ
プと読んだ思考と関連しており，CSR パラドクスや CSR 研究の陥穽を助長す





ある（高岡 2005,p.7, pp.10 ― 1.）。それは社会の中の企業という視点から，企業と
社会の関係を客観的に把握するという性質の研究を，社会制御の知に転換させ
てしまうという危惧に起因している。
　この CSR トラップは CSR を手段として位置づける発想の下，ステイクホル
ダーアプローチを介してより確実になる（Frederick 1998, p.44; 高岡･谷口 2003, 




（ 9 ）ベイカン（2004, pp.47 ― 8.）とのインタビューでこのような趣旨の発言をしているが，













pp.126 ― 32.）。それは 2 つの公共性侵害を現実にする構図を誘発する。
　CSR の戦略発想の議論は基本的にこうした論理に基づいて構想を展開して
いる。CSR ジレンマという着想そのものが伝統的な企業目的との関連づけや，















































































において CSR を果たすことが有利に働くかどうかは別問題である（ボーゲル 2007 参照）。
101企業責任とビジネスにおける目的達成をめぐる相克
その問題を自己の意識や行為の統制下において，自己の問題として取り組むこ
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概念で捉え，株式会社をその組織を構成する要素として捉えるのである。






































　さて，Donaldson=Preston（1998）や Post et al.（2002）は株式会社制度とそ
の企業組織との関係や，それと創造される価値の位相の構造，などを整理する
のに寄与する枠組みを提示している。それは企業のステイクホルダー観（the 
stakeholder view of the corporation）と組織富（organizational wealth）という
概念である。かれらはまず，現代株式会社企業をそのパフォーマンスに貢献し，
富の創造から分け前を得ることを期待する相互に依存する利害や構成者・行為
























































。図 1 の a のラインのように，株主価値や企業価値に止まらず組織富を考慮
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するということは価値の分配の幅を拡げることをも意味するが，それは自己の
目的達成に不可欠な価値創造能力の維持や拡大の前提や必然としてであり，善
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